
(57)【要約】

【課題】楽器の大型化を抑え、鍵盤のタッチ感を容易に

変更可能な電子楽器の鍵盤装置を提供することを目的と

する。

【解決手段】鍵に対応するハンマの一部を強磁性体で構

成し、そのハンマの強磁性体に対応するように配列され

た複数のマグネットを有する基体を、左右方向に移動可

能に設置する。その基体を移動させ、マグネットが強磁

性体におよぼす磁力を変化させることで、鍵盤のタッチ

感を変更することができる。さらに、基体を移動させる

電動アクチェエータを、鍵盤の横ではなく、鍵盤の奥に

配置することで、電子楽器全体の大型化を抑えることが

可能である。

【選択図】　　　　図１０
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
左 右 に 配 列 さ れ 押 鍵 操 作 を 受 け て 上 下 に 回 動 す る 複 数 の 鍵 と 、 前 記 複 数 の 鍵 そ れ ぞ れ に 対
応 し て 備 え ら れ 押 鍵 操 作 を 受 け た 鍵 に 押 さ れ て 回 動 す る 、 該 複 数 の 鍵 の 配 列 に 対 応 し て 左
右 に 配 列 さ れ た 複 数 の ハ ン マ と を 有 す る 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 に お い て 、
前 記 複 数 の ハ ン マ そ れ ぞ れ は 、 少 な く と も 一 部 分 が 強 磁 性 体 か ら な る も の で あ っ て 、
前 記 複 数 の ハ ン マ そ れ ぞ れ に 隣 接 し た 位 置 を 通 っ て 左 右 に 延 び る 基 体 と 、 該 基 体 の 、 前 記
複 数 の ハ ン マ そ れ ぞ れ の 強 磁 性 体 か ら な る 部 分 に 対 応 し た 各 位 置 に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ る こ
と に よ り 左 右 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の マ グ ネ ッ ト と を 有 し 、 該 基 体 と 該 基 体 に 固 定 さ れ た
複 数 の マ グ ネ ッ ト が 一 体 的 に 左 右 に 移 動 す る こ と に よ り 、 複 数 の マ グ ネ ッ ト が 、 前 記 複 数
の ハ ン マ に 対 向 し た 位 置 と 隣 接 す る ハ ン マ の 中 間 の 位 置 と の 間 で 移 動 自 在 な 押 鍵 タ ッ チ 可
変 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 鍵 盤 の 奥 に 配 備 さ れ た 電 動 ア ク チ ェ エ ー タ と 、
前 記 電 動 ア ク チ ェ エ ー タ の 駆 動 力 を 前 記 押 鍵 タ ッ チ 可 変 部 材 に 伝 達 し て 該 押 鍵 タ ッ チ 可 変
部 材 を 左 右 に 移 動 さ せ る 動 力 伝 達 機 構 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 楽
器 の 鍵 盤 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 複 数 の 鍵 が 配 列 さ れ た 鍵 盤 を 備 え た 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】 従 来 、 例 え ば 電 子 ピ ア ノ 等 の 電 子 鍵 盤 楽 器 の 分 野 に お い て は 、 押 鍵 ・ 離 鍵
の 際 に 、 ア コ ー ス テ ィ ッ ク の 鍵 盤 楽 器 に い っ そ う 近 い タ ッ チ 感 を 演 奏 者 に 与 え る こ と が 課
題 と な っ て い る 。 こ の 課 題 を 解 決 す る た め 、 電 子 鍵 盤 楽 器 に は 、 ハ ン マ と よ ば れ る 質 量 体
が 鍵 に 配 設 さ れ て い る こ と が 一 般 的 で あ り 、 こ の ハ ン マ の 重 さ な ど に よ っ て 押 鍵 お よ び 離
鍵 の 際 の タ ッ チ 感 を 調 節 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 電 子 鍵 盤 楽 器 の 演 奏 者 は 、 幼 児 か ら 成 人 、 初 心 者 か ら 専 門 家 に 至 る ま で 様 々 で
あ り 、 当 然 押 鍵 す る 力 も 大 き く 異 な っ て い る 。 し た が っ て 、 鍵 盤 の タ ッ チ 感 を 工 場 出 荷 時
に 一 定 に 固 定 せ ず に 、 演 奏 者 自 ら が 調 節 で き る よ う な 機 構 が 備 え ら れ て い る こ と が 好 ま し
い 。 こ の 点 に 関 し 、 特 開 平 ０ ６ － ２ ０ ２ ６ １ ８ 号 公 報 に は 、 鍵 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ の マ
グ ネ ッ ト と 、 楽 器 本 体 に 取 り 付 け ら れ た 第 ２ の マ グ ネ ッ ト と の 距 離 を 変 更 し て 磁 力 を 変 え
、 鍵 盤 の タ ッ チ 感 を 変 更 す る 機 構 を 備 え た 電 子 鍵 盤 楽 器 に つ い て 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ こ で 、 上 記 の 電 子 鍵 盤 楽 器 は 、 第 １ の マ グ ネ ッ ト と 第 ２ の マ グ ネ ッ ト を 前 後 ／ 上 下 に 動
か し て 両 マ グ ネ ッ ト の 間 の 距 離 を 変 更 す る も の で あ る 。 し た が っ て 、 電 子 鍵 盤 楽 器 の 内 部
の 空 間 を 大 き く と る 必 要 が あ り 、 電 子 鍵 盤 楽 器 が 大 型 化 し て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み 、 本 体 の 大 型 化 を 抑 え 、 鍵 盤 の タ ッ チ 感 を 容 易 に 変 更 で き る 電
子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 の 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 は 、 左 右 に 配 列 さ れ 押 鍵 操 作 を 受 け て 上
下 に 回 動 す る 複 数 の 鍵 と 、 複 数 の 鍵 そ れ ぞ れ に 対 応 し て 備 え ら れ 押 鍵 操 作 を 受 け た 鍵 に 押
さ れ て 回 動 す る 、 複 数 の 鍵 の 配 列 に 対 応 し て 左 右 に 配 列 さ れ た 複 数 の ハ ン マ と を 有 す る 鍵
盤 を 備 え た 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 に お い て 、
複 数 の ハ ン マ そ れ ぞ れ は 、 少 な く と も 一 部 分 が 強 磁 性 体 か ら な る も の で あ っ て 、
複 数 の ハ ン マ そ れ ぞ れ に 隣 接 し た 位 置 を 通 っ て 左 右 に 延 び る 基 体 と 、 そ の 基 体 の 、 複 数 の
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ハ ン マ そ れ ぞ れ の 強 磁 性 体 か ら な る 部 分 に 対 応 し た 各 位 置 に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ る こ と に よ
り 左 右 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の マ グ ネ ッ ト と を 有 し 、 基 体 と そ の 基 体 に 固 定 さ れ た 複 数 の
マ グ ネ ッ ト が 一 体 的 に 左 右 に 移 動 す る こ と に よ り 、 複 数 の マ グ ネ ッ ト が 、 複 数 の ハ ン マ に
対 向 し た 位 置 と 隣 接 す る ハ ン マ の 中 間 の 位 置 と の 間 で 移 動 自 在 な 押 鍵 タ ッ チ 可 変 部 材 を 備
え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 は 、 基 体 上 の 、 ハ ン マ の 強 磁 性 体 部 分 に 対 応 す る 位 置 に 固 定
さ れ た マ グ ネ ッ ト が 、 基 体 と 一 体 的 に 左 右 に 移 動 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 マ グ ネ ッ ト が ハ ン
マ の 強 磁 性 体 部 分 に 対 応 す る 位 置 に あ る と き に 、 両 者 が 引 き 合 っ て 押 鍵 操 作 が 重 く な り 、
そ の 状 態 か ら 基 体 を 鍵 の 幅 の 半 分 ほ ど 左 右 方 向 に 移 動 さ せ る と 、 マ グ ネ ッ ト も 基 体 と 一 体
的 に 移 動 し て 、 ハ ン マ と 強 磁 性 体 と が 引 き 合 う 力 が 弱 く な り 、 押 鍵 操 作 が 軽 く な る 。 こ の
よ う に 、 本 発 明 の 鍵 盤 装 置 に よ る と 、 押 鍵 タ ッ チ 可 変 部 材 を 左 右 に 動 か し て 鍵 盤 の タ ッ チ
感 を 容 易 に 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 従 来 の 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 は マ グ ネ ッ ト を 前 後 上 下 に 動 か し て い た が 、 本 発 明 の 鍵
盤 装 置 は マ グ ネ ッ ト を 左 右 方 向 に 動 か す も の で あ り 、 し か も 移 動 さ せ る 距 離 は 、 最 大 で も
ハ ン マ に 対 向 し た 位 置 と 隣 接 す る ハ ン マ の 中 間 の 位 置 ま で で よ く 、 鍵 の 幅 の 半 分 程 度 の 距
離 で よ い 。 し た が っ て 、 横 方 向 の 長 さ は 僅 か な 増 加 で す む う え 、 鍵 盤 装 置 の 内 部 に 大 き な
空 間 を 必 要 と せ ず 、 鍵 盤 装 置 の 大 型 化 を 抑 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 本 発 明 の 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 は 、
鍵 盤 の 奥 に 配 備 さ れ た 電 動 ア ク チ ェ エ ー タ と 、
電 動 ア ク チ ェ エ ー タ の 駆 動 力 を 押 鍵 タ ッ チ 可 変 部 材 に 伝 達 し て 押 鍵 タ ッ チ 可 変 部 材 を 左 右
に 移 動 さ せ る 動 力 伝 達 機 構 と を 備 え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 鍵 盤 装 置 に 備 え ら れ た 電 動 ア ク チ ェ エ ー タ は 、 鍵 盤 の 横 で は な く 、 鍵 盤 の 奥 に 配
置 さ れ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 鍵 盤 装 置 に よ る と 、 横 方 向 （ 幅 方 向 ） の 大 型 化 を 避 け て
、 容 易 に 鍵 盤 の タ ッ チ 感 を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 が 適 用 さ れ た 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 の 最 端 鍵 の 側 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
鍵 盤 装 置 １ ０ に は 、 シ ャ ー シ １ １ ０ 、 サ ブ シ ャ ー シ １ ２ ０ 、 鍵 ２ １ ０ 、 ハ ン マ ２ ２ ０ 、 ア
ク チ ェ エ ー タ ２ ３ ０ 、 ラ バ ー ス イ ッ チ ２ ４ ０ 、 ラ バ ー ス イ ッ チ 基 板 ２ ５ ０ 、 レ ー ル ３ １ ０
、 マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ 、 摺 動 ガ イ ド ３ ３ ０ 、 レ バ ー ４ １ ０ 、 シ ャ フ ト ４ ２ ０ 、 ピ ニ オ
ン ４ ３ ０ 、 お よ び ラ ッ ク ４ ４ ０ が 具 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
シ ャ ー シ １ １ ０ は 、 鍵 ２ １ ０ 等 を 固 定 す る た め の 樹 脂 部 品 で あ り 、 鍵 盤 装 置 １ ０ の 底 板 （
図 示 し な い ） に ネ ジ な ど で 締 結 さ れ て い る 。 サ ブ シ ャ ー シ １ ２ ０ は 、 シ ャ ー シ １ １ ０ に ネ
ジ な ど で 固 定 さ れ た 樹 脂 部 品 で あ り 、 鍵 ２ １ ０ を 動 か す 際 の 軸 を 支 え る 鍵 軸 受 部 １ ２ １ 等
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
鍵 ２ １ ０ は 白 鍵 お よ び 黒 鍵 を 含 む 計 ８ ８ 個 の 鍵 で あ り 、 ハ ン マ 支 持 部 ２ １ １ お よ び 鍵 軸 部
２ １ ２ を 備 え て い る 。 鍵 ２ １ ０ を 押 鍵 す る と 、 ハ ン マ 支 持 部 ２ １ １ で 鍵 ２ １ ０ と ハ ン マ ２
２ ０ が 接 触 し 、 ハ ン マ ２ ２ ０ を 押 し 下 げ る 。 ハ ン マ ２ ２ ０ は あ る 程 度 の 重 量 を 持 つ 質 量 体
で あ り 、 こ の ハ ン マ ２ ２ ０ を 押 し 下 げ る こ と で 、 鍵 ２ １ ０ を 押 す 際 に 重 量 感 が 得 ら れ る 。
ま た 、 鍵 ２ １ ０ は 、 鍵 軸 部 ２ １ ２ で サ ブ シ ャ ー シ １ ２ ０ に 設 置 さ れ て い る 。 鍵 ２ １ ０ は 、
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本 発 明 の 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 に い う 、 鍵 の 一 例 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ は 、 ハ ン マ ２ ２ ０ を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ハ ン マ ２ ２ ０ は 、 樹 脂 部 ２ ２ １ 、 ホ ル ダ ２ ２ ２ 、 金 属 部 ２ ２ ３ お よ び 回 動 支 点 ２ ２ ４ で 構
成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ハ ン マ ２ ２ ０ は 樹 脂 部 ２ ２ １ が 図 １ の 鍵 ２ １ ０ の
終 端 側 、 金 属 部 ２ ２ ３ が 鍵 ２ １ ０ の 始 端 側 に な る よ う に サ ブ シ ャ ー シ １ ２ ０ に 取 り 付 け ら
れ て お り 、 鍵 ２ １ ０ の 押 鍵 操 作 に 伴 っ て 樹 脂 部 ２ ２ １ が 押 さ れ て 、 回 動 支 点 ２ ２ ４ を 軸 に
回 動 す る 。 ま た 、 金 属 部 ２ ２ ３ は 強 磁 性 体 で あ る 金 属 で 構 成 さ れ て お り 、 図 １ の マ グ ネ ッ
ト ホ ル ダ ３ ２ ０ に 内 蔵 さ れ た マ グ ネ ッ ト の 磁 力 が 付 加 さ れ て い る 。 鍵 ２ １ ０ 、 マ グ ネ ッ ト
ホ ル ダ ３ ２ ０ 、 お よ び ハ ン マ ２ ２ ０ の 構 成 に つ い て は 、 後 で 詳 し く 説 明 す る 。 こ の ハ ン マ
２ ２ ０ は 、 本 発 明 の 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 に い う ハ ン マ の 一 例 に あ た り 、 金 属 部 ２ ２ ３ を 構
成 す る 金 属 は 、 本 発 明 に い う 強 磁 性 体 の 一 例 に 相 当 す る 。 さ ら に 、 図 １ の 鍵 ２ １ ０ お よ び
ハ ン マ ２ ２ ０ を あ わ せ た も の は 、 本 発 明 に い う 鍵 盤 の 一 例 に あ た る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に 戻 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
レ ー ル ３ １ ０ は 、 鍵 盤 装 置 １ ０ の 左 右 方 向 に 伸 び る レ ー ル で あ り 、 マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２
０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 レ ー ル ３ １ ０ は 、 摺 動 ガ イ ド ３ ３ ０ を 介 し て シ ャ ー シ １
１ ０ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 レ バ ー ４ １ ０ を 使 っ て 鍵 盤 装 置 １ ０ の 左 右 方 向 に 移 動 可 能 で
あ る 。 本 発 明 の 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 に お け る 特 徴 の 一 つ は 、 こ の レ ー ル ３ １ ０ お よ び マ グ
ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ な ど に あ り 、 以 下 、 図 １ の 説 明 を 中 断 し て 図 ３ 、 図 ４ 、 お よ び 図 ５ の
説 明 を す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ は 、 図 １ の レ ー ル ３ １ ０ お よ び マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ を 、 鍵 盤 装 置 １ ０ の 左 右 方 向
と 垂 直 な 面 で 切 断 し た と き の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ に は 、 図 ２ に 示 す ハ ン マ ２ ２ ０ の 金 属 部 ２ ２ ３ を 引 き 寄 せ る 磁 力
を 有 す る マ グ ネ ッ ト ３ ２ １ が 内 蔵 さ れ て お り 、 マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ は 、 ネ ジ お よ び フ
ッ ク ３ ２ ２ で レ ー ル ３ １ ０ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ４ は 、 マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ を 固 定 し た レ ー ル ３ １ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
鍵 盤 装 置 １ ０ の 左 右 方 向 に 伸 び る レ ー ル ３ １ ０ に は 、 図 １ の 鍵 ２ １ ０ に 対 応 す る 計 ８ ８ 個
の マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ５ は 、 図 ４ の レ ー ル ３ １ ０ を シ ャ ー シ １ １ ０ に 取 り 付 け た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ が 固 定 さ れ た レ ー ル ３ １ ０ は 、 図 １ に 示 す 摺 動 ガ イ ド ３ ３ ０ を 介
し て シ ャ ー シ １ １ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 レ ー ル ３ １ ０ は 、 シ ャ ー シ １ １ ０ の 左 右 方 向
へ 移 動 可 能 で あ り 、 そ の と き マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ も レ ー ル ３ １ ０ と 一 体 的 に 移 動 す る
。 レ ー ル ３ １ ０ は 、 本 発 明 に い う 基 体 の 一 例 に あ た り 、 マ グ ネ ッ ト ３ ２ １ は 、 本 発 明 に い
う マ グ ネ ッ ト の 一 例 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
再 び 図 １ に 戻 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ の レ バ ー ４ １ ０ を 動 か す と 、 そ の 動 き が シ ャ フ ト ４ ２ ０ 、 ピ ニ オ ン ４ ３ ０ 、 お よ び ラ
ッ ク ４ ４ ０ を 経 由 し て レ ー ル ３ １ ０ に 伝 え ら れ 、 レ ー ル ３ １ ０ が 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 実 施 形 態 の 鍵 盤 装 置 １ ０ は 、 基 本 的 に は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。 次 に 、 本 発 明 の
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電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 の 特 徴 で あ る 鍵 ２ １ ０ 、 ハ ン マ ２ ２ ０ 、 レ ー ル ３ １ ０ 、 お よ び マ グ ネ
ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ 等 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま ず 、 鍵 ２ １ ０ の 押 鍵 操 作 に 伴 う 、 マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ お よ び ハ ン マ ２ ２ ０ の 作 用 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ６ は 、 押 鍵 す る 前 の 鍵 ２ １ ０ の 側 面 を 示 す 概 要 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ６ の 破 線 部 内 に は 、 図 １ に 示 す サ ブ シ ャ ー シ １ ２ ０ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 そ の サ ブ シ
ャ ー シ １ ２ ０ に 、 回 動 支 点 ２ ２ ４ で ハ ン マ ２ ２ ０ が 、 鍵 軸 部 ２ １ ２ で 鍵 ２ １ ０ が そ れ ぞ れ
回 動 自 在 に 設 置 さ れ て い る 。 ま た 、 マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ に 内 蔵 さ れ て い る 図 ３ に 示 す
マ グ ネ ッ ト ３ ２ １ の 磁 力 に よ り 、 ハ ン マ ２ ２ ０ の 金 属 部 ２ ２ ３ が マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０
に 引 き 寄 せ ら れ て い る 。 こ こ で 、 接 触 す る 際 に 雑 音 が 発 生 す る の を 防 ぐ た め 、 マ グ ネ ッ ト
ホ ル ダ ３ ２ ０ と 金 属 部 ２ ２ ３ と は 少 し 距 離 を お い て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ こ で 、 鍵 ２ １ ０ を 押 鍵 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の と き 、 鍵 ２ １ ０ の ハ ン マ 支 持 部 ２ １ １ は 、 ハ ン マ ２ ２ ４ の 樹 脂 部 ２ ２ １ を 押 し 下 げ る
。 ハ ン マ ２ ２ ４ は 、 あ る 程 度 の 重 量 を 有 し て お り 、 鍵 ２ １ ０ を 押 す と き の タ ッ チ 感 に 重 量
感 を 与 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ７ は 、 押 鍵 し た と き の 鍵 ２ １ ０ の 側 面 を 示 す 概 要 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
鍵 ２ １ ０ を 押 す と 、 ハ ン マ ２ ２ ４ を 押 し 下 げ 、 ハ ン マ ２ ２ ４ は 、 回 動 支 点 ２ ２ ４ を 軸 に し
て 回 動 す る 。 こ こ で 、 押 鍵 操 作 は 、 マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ 内 の マ グ ネ ッ ト ３ ２ １ の 磁 力
と 反 す る 力 を 加 え る 操 作 で あ り 、 マ グ ネ ッ ト ３ ２ １ が 取 り 付 け ら れ て い る こ と に よ っ て 、
押 鍵 す る と き の タ ッ チ 感 に い っ そ う 重 量 感 が 加 わ っ て い る 。 さ ら に 、 金 属 部 ２ ２ ３ が マ グ
ネ ッ ト ３ ２ １ に 引 き 寄 せ ら れ る 力 が 大 き く な る ほ ど 、 鍵 ２ １ ０ を 押 す と き の タ ッ チ 感 に 重
量 感 が 加 わ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
以 上 で 、 鍵 ２ １ ０ の 押 鍵 操 作 に 伴 う 、 マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ お よ び ハ ン マ ２ ２ ０ の 作 用
の 説 明 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
次 に 、 レ ー ル ３ １ ０ を 動 か す と き の 、 マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ お よ び ハ ン マ ２ ２ ０ の 作 用
を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ８ は 、 鍵 盤 装 置 １ ０ の 鍵 ２ １ ０ を は ず し て 、 鍵 盤 装 置 １ ０ の 最 端 部 を 上 か ら 見 た 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ８ に お い て は 、 ハ ン マ と ハ ン マ の 間 に マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ が 配 置 さ れ て お り 、 図 ７
で 説 明 し た ハ ン マ ２ ２ ０ の 金 属 部 ２ ２ ３ が マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ 内 の マ グ ネ ッ ト ３ ２ １
に 引 き 寄 せ ら れ る 力 は そ れ ほ ど 大 き く な い 。 し た が っ て 、 図 ７ の 鍵 ２ １ ０ を 押 す と き の タ
ッ チ 感 に は 、 そ れ ほ ど の 重 量 感 は な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ こ で 、 図 １ に 示 す レ バ ー ４ １ ０ を 操 作 し て 図 ８ の ピ ニ オ ン ４ ３ ０ を 矢 印 Ａ の 方 向 に 動 か
し 、 レ ー ル ３ １ ０ お よ び マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ を 矢 印 Ｂ 方 向 に 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ９ は 、 図 ８ の レ ー ル ３ １ ０ お よ び マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ を 、 矢 印 Ｂ 方 向 に 移 動 さ せ た
と き の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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図 ９ に お い て は 、 ハ ン マ ２ ２ ０ に 対 応 す る 位 置 に 、 マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ が 配 置 さ れ て
い る 。 こ れ は 、 図 ８ に 示 す ハ ン マ と ハ ン マ の 間 に マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ が 配 置 さ れ て い
る 場 合 と 比 べ て 、 ハ ン マ ２ ２ ０ の 金 属 部 ２ ２ ３ が マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ 内 の マ グ ネ ッ ト
３ ２ １ に 引 き 寄 せ ら れ る 力 が 大 き く 、 鍵 ２ １ ０ を 押 す と き の タ ッ チ 感 に 、 大 き な 重 量 感 が
加 え ら れ て い る 。 こ こ で 、 マ グ ネ ッ ト ３ ２ １ を 含 む マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ 、 レ ー ル ３ １
０ 等 は 、 本 発 明 の 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 に お け る 押 鍵 タ ッ チ 可 変 部 材 の 一 例 に 相 当 す る 。 ま
た 、 図 ９ の 状 態 か ら さ ら に 図 １ の レ バ ー ４ １ ０ を 操 作 し て レ ー ル ３ １ ０ を 移 動 さ せ る と 、
ハ ン マ と ハ ン マ の 間 に マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ が 配 置 さ れ て 、 図 ８ と 同 様 に 押 鍵 操 作 が 軽
く な る 。 し た が っ て 、 レ ー ル ３ １ ０ を 移 動 さ せ る 距 離 は 、 隣 接 す る ハ ン マ ２ ２ ０ の 間 の 位
置 か ら ハ ン マ ２ ２ ０ に 対 応 す る 位 置 ま で の 距 離 （ こ の 距 離 は 、 鍵 ２ １ ０ の 幅 の 半 分 程 度 に
相 当 す る ） で 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 鍵 盤 装 置 １ ０ で は 、 図 １ の レ バ ー ４ １ ０ を 操 作 し て マ グ ネ ッ ト
ホ ル ダ ３ ２ ０ を 移 動 さ せ る だ け で 、 容 易 に 鍵 盤 の タ ッ チ 感 を 変 更 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
以 上 で 本 発 明 の 鍵 盤 装 置 の 第 １ 実 施 形 態 の 説 明 を 終 了 し 、 次 に 、 第 ２ 実 施 形 態 の 説 明 を 行
う 。 尚 、 第 １ 実 施 形 態 と 重 な る 部 分 の 説 明 は 省 き 、 相 違 点 の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 が 適 用 さ れ た 鍵 盤 装 置 ２ ０ の 最 端 の 鍵 の 側 面 図 で あ る 。
こ こ で 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ 部 位 に つ い て は 、 図 １ と 同 じ 符 号 を 用 い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
鍵 盤 装 置 ２ ０ に は 、 図 １ に 示 す レ バ ー ４ １ ０ に 換 え て 、 電 動 駆 動 部 ５ ０ ０ が 備 え ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
電 動 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 電 力 に よ っ て 駆 動 す る モ ー タ ５ １ ０ 、 モ ー タ ５ １ ０ と 同 期 し て 作 動
し 、 ギ ヤ ５ ４ ０ を 回 転 さ せ る ウ ォ ー ム ５ ２ ０ 、 ギ ア ５ ４ ０ の 回 転 軸 に 取 り 付 け ら れ た ベ ア
リ ン グ ５ ３ ０ 、 モ ー タ ５ １ ０ の 動 力 を シ ャ フ ト ４ ２ ０ 、 ピ ニ オ ン ４ ３ ０ 、 ラ ッ ク ４ ４ ０ を
介 し て レ ー ル ３ １ ０ に 伝 え る ギ ヤ ５ ４ ０ で 構 成 さ れ て い る 。 図 示 し な い モ ー タ 駆 動 用 の ス
イ ッ チ が 押 さ れ る と 、 モ ー タ ５ １ ０ が 駆 動 し て 、 ウ ォ ー ム ５ ２ ０ 、 ベ ア リ ン グ ５ ３ ０ 、 ギ
ヤ ５ ４ ０ が 作 動 し 、 レ ー ル ３ １ ０ が 鍵 盤 装 置 ２ ０ の 左 右 方 向 に 移 動 す る 。 モ ー タ ５ １ ０ は
、 本 発 明 の 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 に お け る 電 動 ア ク チ ェ エ ー タ の 一 例 に あ た り 、 ウ ォ ー ム ５
２ ０ 、 ベ ア リ ン グ ５ ３ ０ 、 ギ ヤ ５ ４ ０ 、 シ ャ フ ト ４ ２ ０ 、 ピ ニ オ ン ４ ３ ０ 、 ラ ッ ク ４ ４ ０
等 を あ わ せ た も の が 、 本 発 明 の 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 に お け る 動 力 伝 達 機 構 の 一 例 に 相 当 す
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 １ １ は 、 鍵 盤 装 置 ２ ０ の 内 部 の 上 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 １ １ に 示 す よ う に 、 電 動 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 鍵 盤 装 置 ２ ０ 内 の 鍵 ２ １ ０ を 含 む 鍵 盤 、 お よ
び レ ー ル ３ １ ０ の 奥 に 配 置 さ れ て い る 。 電 動 駆 動 部 ５ ０ ０ を 図 １ １ に 示 す 位 置 に 配 置 す る
こ と で 、 鍵 盤 装 置 ２ ０ の 幅 が 大 型 化 さ れ る の を 避 け る こ と が で き る 。 ま た 、 鍵 盤 装 置 の 奥
に は 、 従 来 ス ピ ー カ 等 が 配 置 さ れ て お り 、 図 １ １ の 電 動 駆 動 部 ５ ０ ０ が 配 置 さ れ て い る 位
置 は 、 ス ペ ー ス が 空 い て い る こ と が 多 い 。 し た が っ て 、 従 来 の 鍵 盤 装 置 を 大 型 化 す る こ と
な く 電 動 駆 動 部 ５ ０ ０ を 備 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ こ で 、 上 記 で は ８ ８ 個 の 鍵 お よ び ハ ン マ を 備 え た 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 を 用 い て 説 明 し た
が 、 こ の 鍵 お よ び ハ ン マ の 数 は ８ ８ 個 に 限 ら ず 、 ま た 、 ハ ン マ と 鍵 の 数 が 同 じ で な く て も
よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 ハ ン マ に 備 え ら れ た 金 属 （ 強 磁 性 体 ） 部 は 、 金 属 部 と マ グ ネ
ッ ト と の 距 離 の 偏 差 を 小 さ く し て 、 押 鍵 操 作 の タ ッ チ 感 を 一 定 に 保 つ 目 的 と 、 レ ー ル を 移
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動 さ せ る 際 に 、 ハ ン マ も 一 緒 に 追 従 し て 湾 曲 し て し ま う こ と を 避 け る た め に 回 動 支 点 の 近
く に 配 置 し た が 、 金 属 部 の 位 置 は マ グ ネ ッ ト の 磁 力 が 作 用 す る 位 置 で あ れ ば こ の 位 置 に は
限 ら れ な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 楽 器 の 大 型 化 を 避 け て 、 容 易 に 鍵 盤 の タ ッ チ 感
を 変 更 可 能 な 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 が 適 用 さ れ た 電 子 楽 器 の 鍵 盤 装 置 の 最 端 鍵 の 側 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 ハ ン マ ２ ２ ０ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の レ ー ル ３ １ ０ お よ び マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ を 、 鍵 盤 装 置 １ ０ の 左 右 方 向
と 垂 直 な 面 で 切 断 し た と き の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ を 固 定 し た レ ー ル ３ １ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の レ ー ル ３ １ ０ を シ ャ ー シ １ １ ０ に 取 り 付 け た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 押 鍵 す る 前 の 鍵 ２ １ ０ の 側 面 を 示 す 概 要 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 押 鍵 し た と き の 鍵 ２ １ ０ の 側 面 を 示 す 概 要 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 鍵 盤 装 置 １ ０ の 鍵 ２ １ ０ を は ず し て 、 鍵 盤 装 置 １ ０ の 最 端 部 を 上 か ら 見 た 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の レ ー ル ３ １ ０ お よ び マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ３ ２ ０ を 、 矢 印 Ｂ 方 向 に 動 か し た と
き の 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 が 適 用 さ れ た 鍵 盤 装 置 ２ ０ の 最 端 の 鍵 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 鍵 盤 装 置 ２ ０ の 内 部 の 上 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 鍵 盤 装 置
１ １ ０ 　 　 シ ャ ー シ
１ ２ ０ 　 　 サ ブ シ ャ ー シ
１ ２ １ 　 　 鍵 軸 受 部
２ １ ０ 　 　 鍵
２ １ １ 　 　 ハ ン マ 支 持 部
２ １ ２ 　 　 鍵 軸 部
２ ２ ０ 　 　 ハ ン マ
２ ２ １ 　 　 樹 脂 部
２ ２ ２ 　 　 ホ ル ダ
２ ２ ３ 　 　 金 属 部
２ ２ ４ 　 　 回 動 支 点
２ ３ ０ 　 　 ア ク チ ェ エ ー タ
２ ４ ０ 　 　 ラ バ ー ス イ ッ チ
２ ５ ０ 　 　 ラ バ ー ス イ ッ チ 基 板
３ １ ０ 　 　 レ ー ル
３ ２ ０ 　 　 マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ
３ ２ １ 　 　 マ グ ネ ッ ト
３ ２ ２ 　 　 フ ッ ク
４ １ ０ 　 　 レ バ ー
４ ２ ０ 　 　 シ ャ フ ト
４ ３ ０ 　 　 ピ ニ オ ン
４ ４ ０ 　 　 ラ ッ ク
５ ０ ０ 　 　 電 動 駆 動 部
５ １ ０ 　 　 モ ー タ
５ ２ ０ 　 　 ウ ォ ー ム
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５ ３ ０ 　 　 ベ ア リ ン グ
５ ４ ０ 　 　 ギ ヤ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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